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も く じ
Ｐ１‥令和3年度農林水産予算概算決定及び令和2年度農林水産関係第3次補正予算が閣議決定されました。
Ｐ２‥農山漁村地域づくりホットラインの開設について/【近畿農政局】学生おべんとうコンクール2020結果について
Ｐ３‥現場だより

「京都の地で、おいしい「白ねぎ」づくりに邁進中！ソルモンド富永 誠さん、杉本 晴信さん（亀岡市）」
Ｐ４‥感染リスクが高まる「5つの場面」に注意し、感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫を！

令和3年度農林水産予算概算決定及び
令和2年度農林水産関係第3次補正予算が閣議決定されました

令和2年度農林水産関係第3次補正予算が令和2年12月15日に閣議決定されました。

1 「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づく施策の実施に関する予算・・・3,220億円
2 ポストコロナに向けた地域・社会・雇用の好循環の実現に関する予算・・・3,533億円
3 防災・減災、国土強靭化と災害復旧の推進に関する予算・・・3,658億円
4 農林水産業の生産性向上、農山漁村の活性化等の推進に関する予算・・・128億円
詳細について以下URLをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/j/budget/r2hosei3.html

令和3年度農林水産関係予算が令和2年12月21日に閣議決定されました。

1  生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施
2 スマート農業・ＤＸ・技術開発の推進、食と農に対する理解の醸成、農林水産物

の需要喚起
3 ５兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出力強化と高付加価値化
4  農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進
5  食の安全と消費者の信頼確保
6  農山漁村の活性化
7  森林資源の適切な管理と林業の成長産業化の実現
8  水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化の実現
9 防災・減災、国土強靭化と災害復旧の推進
に関連する予算として総額２兆3,050億円となっています。

詳細については以下URLをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/j/budget/r3kettei.html

写真:北野天満宮の梅
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農山漁村地域づくりホットラインの開設について

農林水産省では、農山漁村の現場で地域づくりに取り組む団体の
皆様や市町村等を対象に、地域づくりに関する取組を後押しする情報
提供や相談対応を行うため、本省、各地方農政局及び各県拠点に「農
山漁村地域づくりホットライン」を開設しました。

ホットラインは農林水産本省、地方農政局等、各県拠点に設置してい
ます。
詳細については以下URLをご覧ください
https://www.maff.go.jp/kinki/keikaku/nousonshinkou/kasseika/chiikih
otline.html

【近畿農政局】学生おべんとうコンクール2020結果について

【お問合せ先】近畿農政局 農村振興部 農村計画課 075-414-9050

～『学生のアイデア・若きチカラで近畿の生産者を応援しよう！』
コロナに負けるな！近畿の食材でお弁当づくり～

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている近畿管内の農林水産業を応援す
るため、『学生のアイデア・若きチカラで近畿の生産者を応援しよう！～コロナに負
けるな！近畿の食材でお弁当づくり～』をテーマに、「【近畿農政局】学生おべんと
うコンクール2020」を開催しました。学生（大学生、短大生、専門学校生等）を対象
に、近畿の食材を使用したお弁当を募集した結果、93作品の応募をいただき、応
募作品を近畿農政局ホームページに掲載し、情報発信するとともに、一般投票及
び審査員による審査により各賞を決定しました。

受賞作品の詳細については、以下のURL（近畿農政局のホームページ）をご覧ください。

https://www.maff.go.jp/kinki/syouhi/seikatu/syokuiku/bento2.html

全作品は、以下のURLをご覧ください。

https://www.maff.go.jp/kinki/syouhi/seikatu/syokuiku/bento3.html

【お問合せ先】近畿農政局 消費・安全部 消費生活課 075-414-9771

グランプリ受賞作品
ぐるっと一周！近畿観光弁当（平安女学院大学平安女子）
宇佐美 亜希さん
国際観光学部の学生らしく、コロナ時期でも観光したい
気持ちをお弁当に詰め込みました！大阪で生まれた道明
寺揚げという技法など、調理法にもこだわりました。ぐ
るっと近畿を一周できる食材たちで、楽しくお弁当観光
しませんか？
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京都でねぎと言えば九条ねぎが有名ですが、昨今、関西圏でも需要が高まっている
「白ねぎ」に着目し、亀岡市で土づくりにこだわって白ねぎを栽培されているソルモ
ンドのお二人。今回は代表の富永誠さんに野菜づくりへの想いや今後の展望について
お話を伺いました。

就農前に同じ研修先で出会ったお二人が、独立後に立
ち上げたのがソルモンド。そこから二人三脚で農業をさ
れています。名前の由来はフランス語の「ソル（土）」
と「モンド（世界）」を足した造語とのことで、土づく
りに対する想いが込められています。現在、主力の白ね
ぎとともに大根や白菜、青ねぎなどを栽培するほか、仲
間と一緒に亀岡産まくわうりの産地化にも奮闘中。育て
た作物は直接取引で販売するほか、京都生協や地元の農
産物直売所「たわわ朝霧」などでも直売されています。

良質な土づくりのため、有用な微生物や酵素の作用
を活かした農法を実践。野菜が本来持つ力を引き出す
ことで化学肥料や農薬にはなるべく頼らない栽培をさ
れています。また、作物の成⾧促進と食味の向上を図
るため、葉に肥料を直接与える「葉面散布」も実施。
この作業は普通の栽培よりも労力とコストは掛かるも
のの、おいしい作物をつくるために手間を惜しまず行
っているとのことで、こうして育った白ねぎは白い部
分はもちろん、青い部分も柔らかで苦みもなく、すべ
ておいしく食べられるのが自慢とのことです。

★ソルモンドのご紹介

★野菜づくりに対する想い

★今後の展望

白ねぎの栽培面積は現在2.0haですが、来年は2.8ha
に規模を拡大される予定です。現在は1品種のみ栽培
し、12月中旬から3月中旬まで収穫されていますが、
来年からは品種を増やすことで、鍋商戦が始まる11月
から出荷できるようにするとともに、出荷期間を一か
月ほど延ばすことで、売上高の向上を図りたいとのこ
とです。また、自慢の野菜を幅広く提供できるよう、
新たに野菜のネット通販も開始したいとのことで、現
在、ソルモンドのホームページ開設に向けて、準備を
進められているとのことです。
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

農林水産省HPでの掲載ページ
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_co
ronavirus/index.html
← 詳しくはこちら！！（農水省HP）

感染リスクが高まる「５つの場面」の詳細
https://corona.go.jp/proposal/
← 詳しくはこちら！！（内閣官房HP）


